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新たな森林・林業基本計画に向けた検討状況 Part1
〜持続的な森林・林業・木材産業を目指して〜

特 集

人 と 森 を つ な ぐ 情 報 誌「 林 野 」
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山刀伐峠越え体験ツア－の様子

春のヤマツツジ

子持ち杉と子宝地蔵尊

山頂付近のユニボイス対応看板

山
な た

刀伐
ぎ り

峠
とうげ

風景林 （山形県尾
お ば な ざ わ し

花沢市・最
も が み ま ち

上町）

【概要】
　山刀伐峠は、「奥の細道」で知られる俳

はいせい
聖・松

まつおばしょう
尾芭蕉が、最上町から尾花沢市に向か

う際に地元の若者による案内で越えた峠であり、昼間でも真っ暗で、山賊による襲撃が
多いことから、芭蕉も冷や汗をかきながら峠を越えたと伝えられており、奥の細道の行
程の中で最大の難所でした。
　現在では山刀伐峠周辺は整備され、山頂へは車で行くことができ、山頂付近にはトイ
レや駐車場、休憩所、散策路も整備されていますので、初心者でも気軽に芭蕉の旅路を
散策することができます。

【見どころ】
　この峠の全長は約4.0km、標高は約470mで、最上町と尾花沢市の市町境に位置してい
ます。山頂には「Uni-Voice（ユニボイス）※」対応看板が設置されており、スマ－トフォ
ンを利用すると英語・中国語（繁体字・簡体字）・韓国語・タイ語の４言語で看板の内容
を確認することができます。
　散策路はなだらかで、ブナ林が広がる豊かな自然を満喫しながら進めば、子宝地蔵や子
持ち杉、奥の細道石碑、あずま屋などがあります。春の色鮮やかなヤマツツジ、夏のみず
みずしい木々、秋の賑やかな紅葉、初冬の物静かな初雪など四季の彩りの中、松尾芭蕉が
辿った歴史の道を散策してみてはいかがでしょうか。（ただし、12月～３月の冬期間は降
雪、積雪のため利用できません。）
　毎年８月には「山刀伐峠越え体験ツア－」が地元地区公民館主催で行われます。峠越え
案内役には地元講師が務め、参加者は松尾芭蕉の衣装を身にまとい、芭蕉のたどった山刀
伐峠の道を歩きます。
　また、「奥の細道」の様々な歴史資料は、銀山温泉（山刀伐峠より南へ約1.8km）近くに
ある「芭蕉・清風歴史資料館」に展示されています。
※新型コロナウィルス感染症対策の影響等もございますので、施設の開園やイベント開催状況については、事前にHP等で情報
をご確認ください。

尾花沢市公式HP（観光情報）
http://www.city.obanazawa.yamagata.jp/5.html

【アクセス】
○車の場合
　JR奥羽本線大

おおいしだ
石田駅（山形県北村山郡大石田町）から自動車で約30分（尾花沢口）

 【 表紙の写真 】
厳寒の戸隠連峰

※Uni－Voice(ユニボイス)とは
JAVIS(日本視覚障がい情報普及
支援協会)が開発したスマート
フォン（アプリ）に対応した音声
コード。コードをアプリで読み
込むと、看板の内容を外国語の
音声と文字で確認することがで
きます。
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本号・次号の特集では、５年に一度の変更に向け、
森林・林業・木材産業を取り巻く情勢などを踏まえつつ、

林政審議会で議論されている新たな森林・林業基本計画について、
その検討の状況をご紹介します。

新たな森林・林業基本計画に
向けた検討状況

～持続的な森林・林業・木材産業を目指して～

Part1
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新
た
な
森
林・林
業

基
本
計
画
に
向
け
て

　
近
年
、
人
々
が
森
林
へ
期
待
す
る
役
割
は
、

山
地
災
害
防
止
、
水
源
涵か

ん

養
、
木
材
供
給
だ

け
で
な
く
、
自
然
環
境
の
保
全
や
二
酸
化
炭

素
の
吸
収
固
定
を
通
じ
た
地
球
温
暖
化
対
策
、

心
身
の
健
康
を
保
つ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の

場
な
ど
多
様
化
し
て
い
ま
す
。
平
成
13
年
に

制
定
さ
れ
た
森
林
・
林
業
基
本
法
で
は
、
こ

う
し
た
森
林
の
多
面
的
機
能
の
持
続
的
発
揮

が
国
民
の
生
活
・
経
済
の
安
定
に
は
欠
か
せ

ず
、
そ
の
た
め
に
は
森
林
の
整
備
・
保
全
と
、

そ
れ
を
支
え
る
林
業
の
持
続
的
発
展
と
山
村

の
振
興
を
図
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
基
本
理

念
と
し
て
掲
げ
て
い
ま
す
。ま
た
、同
法
で
は
、

森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
に
関
す
る
政
策
を

総
合
的
・
計
画
的
に
推
進
す
る
た
め
、
森
林
・

林
業
基
本
計
画
を
定
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。
基
本
計
画
で
は
、
具
体
的
な
施
策
と
目

標
を
定
め
て
い
ま
す
（
表
１
）。
現
在
の
基
本

計
画
は
平
成
28
年
に
変
更
さ
れ
た
た
め
、
今

年
で
ち
ょ
う
ど
５
年
経
ち
、
変
更
の
時
期
を

迎
え
て
い
ま
す
。

　

森
林
・
林
業
基
本
法
が
制
定
さ
れ
て
か

ら
、
今
年
で
20
年
が
経
ち
ま
す
。
こ
の
間
、

国
内
の
人
工
林
の
多
く
が
木
材
と
し
て
の
利

用
期
を
迎
え
、
地
域
経
済
を
支
え
る
産
業
と

し
て
林
業
・
木
材
産
業
が
再
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
近
年
増
加
す
る
豪
雨
災
害
へ

の
備
え
や
脱
炭
素
社
会
の
形
成
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
へ
の
貢
献
な
ど
、
森
林
の
整
備
・
保
全

に
対
す
る
社
会
的
・
環
境
的
重
要
度
も
高

ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
社
会
情
勢

と
、
国
民
の
皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
ご
意

見
（
図
１
）
を
踏
ま
え
、
林
政
審
議
会
で

主
要
テ
ー
マ
ご
と
に
議
論
を
進
め
て
い
ま
す
。

今
後
、
林
政
審
議
会
で
示
さ
れ
た
論
点
や
対

応
方
向
を
基
に
、
令
和
初
と
な
る
基
本
計
画

の
変
更
を
行
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
本
誌
特
集
に
お
い
て
、
こ
れ
ま

で
林
政
審
議
会
で
議
論
さ
れ
た
主
な
論
点
に

つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
今
号
は
、
森
林
の

管
理
・
利
用
に
関
す
る
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、

次
号
で
は
林
業
・
木
材
産
業
・
山
村
の
振
興

に
関
す
る
テ
ー
マ
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま

す
。第１　基本的な方針

前基本計画における施策の評価と情勢変
化を踏まえた現在の基本計画での基本的
な方針

第２　目　標

施策を推進する上で指針となる目標
①	森林の有する多面的機能の発揮に関す
る目標

	 〔森林面積（育成単層林・育成複層林・天
然生林）、森林蓄積、総成長量〕

②	林産物の供給及び利用に関する目標
	 〔木材供給量や用途別利用量、総需要量〕

第３　具体的な施策

①	森林の有する多面的機能の発揮に関す
る施策

	 →面的なまとまりをもった森林経営の
確立、多様で健全な森林の整備、国土保
全など

②	林業の持続的かつ健全な発展に関する
施策

	 →森林施業の集約化、生産性の向上、経
営感覚の優れた林業事業体の育成、林業
労働力の確保など

③	林産物の供給及び利用の確保に関する
施策

	 →原木の安定供給体制の構築、木材産業
の競争力強化、新たな木材需要の創出

表１　現在の基本計画の主な構成 図１　意見募集の方法・結果

①森林・林業・木材産業に携わる方々への意見募集
　対象：特徴的な取組を行っている事業者や団体
　結果：73の事業者等の方々から回答

自伐型林業の研修

②林野庁ホームページでの意見公募
　対象：広く国民の皆様
　結果：回答いただいた方228名（複数回答により総計356件）

※ご意見の詳細は、林野庁ホームページに掲載の林政審議会
	（令和２年10月12日開催）資料をご覧ください。

大径材利用

実施期間：令和２年６月30日から７月20日
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あ
り
、
林
地
へ
の
ダ
メ
ー
ジ
に
配
慮
し
た
運

搬
方
法
や
排
水
対
策
な
ど
適
切
な
施
業
の
確

保
が
重
要
で
す
（
写
真
①
）。

育
成
複
層
林
へ
の
誘
導
の
推
進

　
国
土
保
全
や
生
物
多
様
性
保
全
等
を
増
進

す
る
た
め
に
、自
然
条
件
に
応
じ
て
育
成
単
層

林
か
ら
育
成
複
層
林
へ
の
誘
導
を
進
め
て
い

ま
す
。そ
の
た
め
、育
成
複
層
林
に
対
す
る
森

林
所
有
者
等
の
理
解
の
醸
成
や
、効
率
的
な
施

業
方
法
の
普
及
に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で

す
。生

物
多
様
性
の
保
全
に
向
け
た

森
林
づ
く
り

　
原
生
的
な
天
然
生
林
の
保
全
に
加
え
、
薪

炭
利
用
の
減
少
に
伴
い
放
置
さ
れ
竹
林
化
し

た
里
山
林
の
整
備
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
で

す
（
写
真
②
）。
ま
た
、
人
工
林
の
伐
採
時
に

下
層
木
や
広
葉
樹
を
残
す
な
ど
の
生
物
多
様

性
へ
の
配
慮
が
必
要
で
す
。

森
林・林
業・木
材
産
業
を

巡
る
主
な
論
点
に
つ
い
て

　
全
て
の
森
林
は
、
水
源
の
涵
養
や
山
地
災

害
の
防
止
、
木
材
の
生
産
等
の
機
能
の
発

揮
を
通
じ
て
国
民
の
生
活
を
支
え
て
い
ま
す
。

特
に
、
国
土
の
３
割
を
占
め
る
人
工
林
で
は
、

そ
の
半
数
以
上
が
木
材
と
し
て
の
利
用
期
を

迎
え
て
お
り
、
森
林
資
源
の
充
実
と
公
益
的

機
能
の
発
揮
を
図
り
な
が
ら
、
森
林
を
適
切

に
利
用
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
こ
の
た
め
、
基
本
計
画
で
は
、
将
来
に
わ

た
り
多
面
的
機
能
の
十
全
な
発
揮
を
図
る
観

点
か
ら
、
育
成
単
層
林
・
育
成
複
層
林
・
天

然
生
林
の
面
積
等
を
目
標
と
し
て
提
示
（
図

２
）
す
る
こ
と
で
適
切
な
森
林
の
整
備
・
保

全
を
推
進
し
、
多
様
で
健
全
な
森
林
に
誘
導

し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

〈
主
な
論
点
〉

伐
採
後
の
適
切
な
更
新
の
確
保

　
人
工
林
が
利
用
期
を
迎
え
、
主
伐
が
増
加

す
る
中
、
主
伐
面
積
に
対
し
造
林
面
積
は
３

～
４
割
程
度
（
図
３
）
で
あ
り
、
森
林
資
源

の
持
続
的
利
用
の
確
保
に
向
け
た
取
組
が
必

要
で
す
。

主
伐
時
の
適
切
な
施
業
の
確
保

　
木
材
を
運
搬
す
る
た
め
の
集
材
路
が
、
粗

雑
に
作
ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
が
土
砂
流
出
の
一
要
因
と
な
る
場
合
も

【
林
政
審
議
会
委
員
、

国
民
の
皆
様
か
ら
の
主
な
ご
意
見
】

・	

再
造
林
を
実
施
し
、
森
林
資
源
を
将
来
に

わ
た
り
確
保
す
る
こ
と
が
大
き
な
課
題
。

・	

森
林
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
利
用
や
森
林

の
文
化
、
生
物
多
様
性
の
保
全
の
視
点
も

重
要
。

・	

自
然
豊
か
な
森
づ
く
り
の
た
め
、
ス
ギ
や

ヒ
ノ
キ
の
単
層
林
だ
け
で
な
く
、
広
葉
樹

な
ど
も
生
育
す
る
複
層
林
化
も
行
う
べ
き
。

・	

生
息
環
境
の
連
続
性
を
生
み
出
す
保
護
林

や
「
緑
の
回
廊
」
の
拡
大
、
複
層
林
化
等

を
進
め
る
こ
と
が
必
要
。

1030 1020 1020 990
660

100 120 140 200 680

1380 1360 1350 1320
1170

H27 R2 R7 R17 指向する
森林の状態（現在の

　計画時点） 目標

12

34

クラック

新たな森林・林業基本計画に向けた検討状況 ～持続的な森林・林業・
木材産業を目指して～Part1

図２　目標とする森林の状態

雨水の侵食により亀裂の入った路肩原生的な天然生林の保全 竹が侵入した里山の整備

図３　主伐面積と人工造林面積の推移

写真①　皆伐跡地での土砂流出・崩壊写真②　生物多様性の保全に向けた森林づくり

※林野庁業務資料
※数値は、現在の基本計画に記載されている10万ha括約

※林野庁業務資料
※主伐面積は推計値

  
多
様
で
健
全
な
森
林
へ
の
誘
導
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植栽後４年の比較

　
林
業
に
適
し
た
場
所
で
は
、
伐
採
後
の
再

造
林
に
よ
り
、
人
工
林
資
源
を
再
造
成
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
し
か
し
、
再
造
林

に
係
る
費
用
や
労
力
の
負
担
が
大
き
く
（
図

４
）、
再
造
林
は
十
分
に
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。

そ
れ
を
軽
減
す
る
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
の

作
業
方
法
や
工
程
を
見
直
し
、
省
力
化
・
効

率
化
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

エ
リ
ー
ト
ツ
リ
ー
と
言
わ
れ
る
成
長
の
早
い

苗
木
の
植
栽
や
苗
木
の
成
長
に
適
し
た
場
所

で
の
造
林
を
進
め
る
こ
と
で
、
造
林
期
間
の

短
縮
や
コ
ス
ト
低
減
を
図
る
こ
と
も
重
要
で

す
。

【
林
政
審
議
会
委
員
、

国
民
の
皆
様
か
ら
の
主
な
ご
意
見
】

・	

苗
木
の
供
給
体
制
整
備
や
、新
技
術
の
活
用

等
に
よ
る
造
林
の
効
率
化
を
推
進
す
べ
き
。

・	

新
技
術
に
よ
り
造
林
事
業
に
参
入
す
る
若

者
が
増
え
て
い
る
と
い
う
話
が
あ
り
、
そ

う
し
た
流
れ
を
作
る
こ
と
が
重
要
。

写真③　林業機械を使った造林作業の省力化

写真⑤　エリートツリーと従来品種との比較

〈
主
な
論
点
〉

造
林
作
業
の
省
力
化
・
効
率
化

　
木
材
の
伐
採
・
搬
出
に
使
用
し
た
林
業
機

械
を
そ
の
ま
ま
造
林
作
業
に
使
う
「
伐
採
と

造
林
の
一
貫
作
業
」
の
さ
ら
な
る
普
及
が
必

要
で
す
（
写
真
③
）。
ま
た
、
従
来
の
施
業
体

系
に
と
ら
わ
れ
ず
、
植
栽
本
数
を
減
ら
し
た

り
、
下
刈
り
を
極
力
行
わ
な
く
て
も
済
む
方

法
を
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

苗
木
の
安
定
供
給
体
制
の
構
築

　
春
や
秋
だ
け
で
な
く
幅
広
い
季
節
に
植
栽

が
で
き
、
伐
採
直
後
に
植
栽
す
る
一
貫
作
業

で
も
使
い
や
す
い
コ
ン
テ
ナ
苗
を
安
定
的
に

供
給
で
き
る
よ
う
、
生
産
技
術
の
確
立
な
ど

苗
木
生
産
の
効
率
化
を
進
め
る
こ
と
が
必
要

で
す
（
写
真
④
）。

エ
リ
ー
ト
ツ
リ
ー
等
の
利
用
の
拡
大

　
こ
れ
ま
で
の
品
種
と
比
べ
成
長
の
早
い
エ

リ
ー
ト
ツ
リ
ー
は
、
周
囲
の
草
木
よ
り
も
早

く
大
き
く
な
る
こ
と
で
、
下
刈
り
を
必
要
と

す
る
期
間
を
短
縮
し
、
下
刈
り
回
数
を
減
ら

す
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。
造
林
作
業
の
省

力
化
・
効
率
化
に
向
け
て
、
さ
ら
な
る
利
用

拡
大
が
必
要
で
す
（
写
真
⑤
）。

123

図４　再造林費用の現状

育林経費のうち
造林初期費用は
約７割
（180万円/ha）

※	林野庁業務資料
	 （R1年標準単価より作成）
	 スギ 3000 本 /ha 植栽、下刈５回、除伐２回、保
育間伐１回、搬出間伐（50～ 60㎥ /ha）１回

グラップルによる枝の整理 フォワーダによる苗木運搬

コンテナ苗生産の技術研修エリートツリー 従来の品種

写真④　コンテナ苗の生産技術の普及

  
再
造
林
の
推
進
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〈
主
な
論
点
〉

山
地
の
防
災
・
減
災
対
策
の
推
進

　
近
年
、
記
録
的
な
豪
雨
等
に
よ
り
、
深
層

崩
壊
や
流
木
の
発
生
、
広
範
囲
で
の
河
川
氾

濫
な
ど
災
害
の
発
生
形
態
が
変
化
し
て
い
ま

す
（
写
真
⑥
）。
そ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、

適
正
な
保
安
林
の
配
備
や
治
山
ダ
ム
の
き
め

細
か
な
配
置
な
ど
、
災
害
に
強
い
森
林
づ
く

り
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
（
写
真
⑦
）。

豪
雨
に
対
応
し
た
林
道
の
強
靱
化

　
降
雨
時
の
地
表
水
に
よ
る
侵
食
や
渓
流
の

増
水
に
よ
り
、
法
面
や
路
面
の
崩
壊
な
ど
林

道
施
設
の
被
害
が
増
加
し
て
い
ま
す
（
写
真

⑧
）。
豪
雨
に
備
え
て
、
法
面
や
排
水
機
能
の

強
化
な
ど
林
道
の
機
能
強
化
に
加
え
、
新
設

の
場
合
は
河
川
や
渓
流
の
影
響
を
受
け
に
く

い
線
形
に
す
る
な
ど
、
林
道
の
強
靭
化
が
必

要
で
す
（
写
真
⑨
）。

　
地
球
温
暖
化
に
伴
い
、
我
が
国
に
お
い
て

も
年
平
均
気
温
が
上
昇
傾
向
に
あ
り
、
短
時

間
強
雨
や
猛
烈
な
台
風
の
発
生
回
数
が
増
加

傾
向
に
あ
り
ま
す
（
図
５
）。
こ
の
よ
う
な
雨

の
降
り
方
の
変
化
に
よ
り
、
全
国
各
地
で
山

地
災
害
が
激
甚
化
す
る
と
と
も
に
、
同
時
多

発
的
に
発
生
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
山
地

災
害
の
防
止
等
を
図
る
た
め
、
事
前
防
災
・

減
災
の
考
え
方
に
立
ち
、
治
山
施
設
の
設
置

や
森
林
の
整
備
等
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

【
林
政
審
議
会
委
員
、

国
民
の
皆
様
か
ら
の
主
な
ご
意
見
】

・	

山
地
災
害
の
激
甚
化
・
多
様
化
は
、
山
村

の
存
亡
に
関
わ
る
も
の
で
あ
り
、
公
共
事

業
に
よ
る
実
施
が
不
可
欠
。

・	

雨
の
降
り
方
の
変
化
を
分
析
し
、
ソ
フ
ト

対
策
も
含
め
今
後
の
対
策
に
活
か
す
必
要
。

・	

災
害
の
激
甚
化
・
常
態
化
を
認
識
し
、
事

前
対
策
や
森
林
の
防
災
機
能
を
高
め
る
事

業
を
実
施
す
べ
き
。

・	

増
加
す
る
豪
雨
災
害
に
対
応
し
た
林
道
規

格
と
す
べ
き
。

＊	

次
号
特
集
で
は
、「
林
業
経
営
と
林
業
構
造
の
展
望
」「
木
材
の
生
産
・
流
通
・
利
用
」「
新
た
な
山
村
価
値
の

創
造
」の
３
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
主
な
論
点
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

林政審議会…森林・林業基本法第29条に基づき、森林・林業基本計画の策定、森林・林業白書の作成など重要事項について調
査審議するため設置された農林水産大臣の諮問機関です。
緑の回廊…野生生物にとって貴重な生息・生育地である保護林間を結ぶことで、野生生物が広域的に移動し、生活の場を広げ、
より多様で充実した森林生態系を目指すために設定した森の通り道です。

写真⑧　降雨による林道の被害

写真⑨　林道の強靭化

12

新たな森林・林業基本計画に向けた検討状況 ～持続的な森林・林業・
木材産業を目指して～Part1

図
５　
短
時
間
強
雨
の
発
生
状
況
の
変
化

流木災害の様子
（平成29年７月九州北部豪雨）

間伐により、下層植生が繁茂すると、降雨に
よる土砂流出が減少する

法面の崩壊

崩壊防止のための法枠工

写真⑥　激甚化する山地災害の様子

写真⑦　災害に強い森林づくり

  
山
地
の
防
災
・
減
災

山腹崩壊の様子
（令和２年７月豪雨、熊本県芦北町）

流木捕捉式治山ダム（福岡県朝倉市）
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America

海外・現場最前線
からのお便り　

海外で活躍する林野庁職員の近況を
シリーズで報告します

シ
ア
ト
ル
、と
い
え
ば
何
を
思
い
浮
か
べ
る
で
し
ょ
う

か
。イ
チ
ロ
ー
選
手
な
ど
数
々
の
日
本
人
が
活
躍
し

て
き
た
野
球
チ
ー
ム
の
シ
ア
ト
ル
マ
リ
ナ
ー
ズ
、自
宅
と
職

場
以
外
の
第
三
の
居
場
所
を
定
着
さ
せ
た
コ
ー
ヒ
ー
チ
ェ
ー

ン
の
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
、オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
か
ら

ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
ま
で
提
供
す
る
ア
マ
ゾ
ン
な
ど
は
有

名
で
し
ょ
う
か（
写
真
１
）。W

ord

やExcel

・W
indow

s	
O
S

な
ど
で
お
馴
染
み
の
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
も
本
社
を
シ
ア

ト
ル
都
市
圏
に
構
え
て
お
り
、航
空
機
を
製
造
し
て
い
る

ボ
ー
イ
ン
グ
も
当
地
で
創
業
し
現
在
も
工
場
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、ア
ラ
ス
カ
漁
業
・
水
産
業
の
拠
点
と
な
っ
て
い
る
ほ

か
、シ
ア
ト
ル
か
ら
東
に
カ
ス
ケ
ー
ド
山
脈
を
越
え
た
地
域

で
は
農
業・食
品
加
工
業
が
盛
ん
で
あ
り
、フ
ラ
イ
ド
ポ
テ
ト

用
加
工
冷
凍
ポ
テ
ト
な
ど
が
製
造
さ
れ
、そ
れ
ぞ
れ
日
本
に

輸
出
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
し
て
、木
材
に
関
し
て
も
日
本
と
の

関
係
は
深
く
、長
い
歴
史
を
持
っ
て
い
ま
す
。

	

シ
ア
ト
ル
の
あ
る
ワ
シ
ン
ト
ン
州
の
面
積
は
日
本
の
国
土

の
約
半
分
、森
林
面
積
は
そ
の
半
分
を
占
め
、雨
量
の
多
い
州

西
部
に
広
大
な
森
林
が
広
が
り
、歴
史
的
に
林
業
が
地
域
経

済
を
支
え
て
き
ま
し
た
。シ
ア
ト
ル
市
に
本
社
を
置
く
ウ
ェ

ア
ハ
ウ
ザ
ー
社
は
、北
米
最
大
の
森
林
所
有
者・林
業
事
業
者

か
つ
木
材
加
工
業
者
で
、同
社
は
１
９
２
３
年
の
関
東
大
震

災
の
復
興
に
係
る
木
材
を
輸
出
し
た
こ
と
か
ら
日
本
と
強
い

関
係
が
あ
り
、１
９
６
３
年
に
は
東
京
事
務
所
を
開
設
し
、北

米
の
強
度
に
優
れ
た
ベ
イ
マ
ツ（
ダ
グ
ラ
ス
フ
ァ
ー
）を
大
量

に
日
本
へ
輸
出
し
て
き
ま
し
た（
写
真
２
）。現
在
で
も
、日
本

の
住
宅
に
当
地
の
木
材
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
シ
ア
ト
ル
は
、最
近
こ
そ
Ｉ
Ｔ
企
業
な
ど
の
台
頭
に
よ
り

３ シアトル市中心街とレーニア山　

１ 2018年シアトルマリナーズ
 復帰時のイチロー選手

２ 日本向け木材輸送船

「自然豊かなITの街で」

在シアトル日本国総領事館

石川貴之 領事

アメリカ
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市
内
は
都
市
化
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、元
々
は
木
材
の
町
で

し
た
。19
世
紀
中
頃
に
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ア
メ
リ
カ
ン
の
暮
ら
す

こ
の
地
域
に
開
拓
者
が
入
植
し
、19
世
紀
後
半
に
ア
ラ
ス
カ

の
ゴ
ー
ル
ド
ラ
ッ
シ
ュ
で
宿
場
町
と
し
て
栄
え
た
後
は
、豊

富
な
森
林
資
源
を
背
景
に
木
材
産
業
が
栄
え
、日
本
か
ら
の

移
民
で
も
木
材
加
工
所
で
働
く
人
が
多
く
い
ま
し
た
。現
在

で
も
、緑
と
湖・海
に
囲
ま
れ
た
シ
ア
ト
ル
は「
エ
メ
ラ
ル
ド・

シ
テ
ィ
ー
」と
呼
ば
れ
、ア
ウ
ト
ド
ア
も
盛
ん
で
す（
写
真
3
）。

ま
た
、市
内
で
は
木
材
が
い
た
る
と
こ
ろ
で
使
わ
れ
て
お
り
、

電
柱
に
は
未
だ
に
木
材
が
使
わ
れ
て
い
ま
す（
写
真
４
）。街

路
樹
や
自
然
公
園
も
多
く
、少
し
足
を
伸
ば
せ
ば
壮
麗
な
州

立・国
立
公
園
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す（
写
真
5
、6
）。中
心
街

の
渋
滞
の
悪
化
、物
価
が
日
本
に
比
べ
非
常
に
高
い
こ
と
を

除
け
ば
、暮
ら
し
や
す
い
街
で
す
。

　
シ
ア
ト
ル
総
領
事
館
は
、在
米
日
本
国
大
使
館
の
出
先
機

関
と
し
て
、米
国
北
西
部
、シ
ア
ト
ル
の
あ
る
ワ
シ
ン
ト
ン

州
、モ
ン
タ
ナ
州
、ア
イ
ダ
ホ
州
北
部
を
所
管
し
て
い
ま
す
。

私
は
経
済
・
広
報
文
化
班
の
一
員
と
し
て
、日
本
食
・
日
本
産

食
材
の
輸
出
拡
大
、日
系
企
業
支
援
、農
林
水
産
業
案
件
、州

政
府
と
連
携
し
た
当
地
Ａ
Ｉ
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
と
日
本

企
業
の
マ
ッ
チ
ン
グ
行
事
に
取
り
組
む
ほ
か
、日
本
文
化
紹

介
行
事
の
実
施
、姉
妹
都
市
交
流
の
支
援
、各
種
広
報
活
動
な

ど
幅
広
い
業
務
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
業
務
を
通

じ
、将
来
の
明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
っ
た
経
営
者
達
、レ
ジ
の

な
い
コ
ン
ビ
ニ「Am

azon	G
o

」に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
Ａ

Ｉ
を
使
っ
た
最
先
端
の
技
術
に
触
れ
る
機
会
も
多
く
、日
々
、

刺
激
を
受
け
、学
び
な
が
ら
仕
事
を
し
て
い
ま
す（
写
真
７
）。

７ レジのないスーパー、Amazon Go Grocery

６ ノースカスケード国立公園

４ 木材の電柱５ 州立公園内の針葉樹林



里帰りした後継樹を訪ねて

林木遺伝子銀行110番
－貴重な樹木の苗木の里帰り－

「五龍のフジ」：１	親木（滝沢市教育委員会提供）、	２	里帰りした後継樹、	３	東北育種場で保存している後継樹
「五代桜」：４	親木、５	平成期に「四代桜」として里帰りした後継樹、６	現在の後継樹

１ ３２

４ ６５

令和元年に始まったこのシリーズでは、７回にわたって林木育種センター、北海道育種場、東北育種場、関
西育種場と九州育種場における「林木遺伝子銀行110番」の取組を紹介してきました。第８弾では、これ

までに里帰りした後継樹を訪ね、その現状についてお知らせします。
　一つ目は、岩手県滝

たきざわ

沢市指定天然記念物「五
ごりゅう

龍のフジ」（１）です。樹齢が200～300年と推定されるこの５
本の大樹は、大空に舞い上がる５頭の龍を想像させるその姿から命名されました。老齢のうえ１本が倒れて
いたために滝沢村教育委員会（当時）の依頼を受けて平成18年及び19年の４月に滝沢村埋蔵文化財センター
（当時）へ里帰りした後継樹（２）は、現在では樹高８m程度にまで成長しています。また、東北育種場内では、
後継樹と一緒に増殖した11本が藤棚（３）を仕立てて保存されており、毎年５月頃には美しい花を咲かせて、
職員の目を楽しませています。
　二つ目は、茨城県日立市立助

すけがわ

川小学校の「五代桜」（４）です。明治38（1905）年に日露戦争の勝利を記念
して植栽されたこのソメイヨシノは、大正を経て昭和に「三代桜」と命名されました。その後、平成には「四
代桜」、令和には「五代桜」と改名されて現在に至ります。助川小学校創立130周年記念事業の一環で発足し
た「四代桜を守る会」の依頼を受けて平成17年３月に里帰りした後継樹は（５）、樹高９m程度にまで成長し
（６）、春には花を咲かせて新入生を迎えています。
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「宝鏡寺のツバキ」：７	「月光椿」の花、	８	「村娘椿」の原木、	９	「熊谷椿」の後継樹
「えびすの森のクスノキ」（石井弘明神戸大学准教授提供）：10	親木、11	後継樹、12	現地説明会

７ ９８

10 1211

「林木遺伝子銀行110	番」の利用については、
森林研究・整備機構森林総合研究所林木育種センターホームページの「遺伝資源の収集・保存・配布」
URL	https://www.ffpri.affrc.go.jp/ftbc/iden/index.html	をご覧いただくか、
遺伝資源収集係（林木育種センター	Tel.0294-39-7000）にお問合せ下さい。

　三つ目は、京都市上京区の旧
きゅうどどの

百々御
ごしょ

所宝
ほう

鏡
きょうじ

寺門
もんぜき

跡にある「月
がっこう

光椿
つばき

」（７）、「熊
くまがい

谷椿
つばき

」と「村
むらむすめ

娘椿
つばき

」です。これら
の椿は、それぞれ「月光」、「熊谷」、「村娘」というツバキ品種の古木で、中でも品種「村娘」の原木とされる「村娘
椿」は、林木遺伝資源としても貴重です（８）。平成26年３月、３本の椿を後世に受け継ぐために里帰りさせた
後継樹は、蕾

つぼみ

をつけるまでに大きく成長しています（９）。「人形の寺」としても知られている宝鏡寺で毎年催
されている「春の人形展」では、展示されている貴重な雛人形と由緒ある椿の花を一緒に鑑賞できることもあ
るそうです。
　四つ目は、兵庫県西宮市の「えびすの森のクスノキ」です。１月10日に行われる開

かいもん

門神
しんじ

事福
ふくおとこ

男選びで知ら
れる西宮神社の兵庫県指定天然記念物「西宮神社社

しゃ

叢
そう

・えびすの森」にあるこの巨木（10）の後継樹（11）は、平
成21年３月に３本が里帰りし、現在では２mを超える高さにまで成長しています。「西宮神社社叢・えびすの
森」では、清掃奉仕作業やこの森の成り立ちや生育する樹木などについて学べる現地説明会（12）を通じて、都
市に残る貴重な林である社叢と人のつながりを知る機会が設けられています。
　令和元年３月31日現在で、289件の要請があり、222件で後継樹が里帰りを果たしています。後継樹は、林
木育種センターや育種場でも保存され、貴重な林木遺伝資源として研究に活用されています。来年度以降も、
林木のジーンバンク事業の一環として、高齢や被害等が原因で衰弱した天然記念物、「森の巨人達百選」やこ
れらに類する巨樹・名木等の中で、特に保存する価値があり緊急性が高いと判断された樹木を増殖して後継
樹を現地に里帰りさせるサービス・「林木遺伝子銀行110番」を継続していきます。

（林木育種センター遺伝資源部・織部雄一朗）
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日本森林学会による

山形大学農学部　林
はやし

 雅
まさひで

秀

　
山
形
県
置お

き
た
ま賜

地
方
を
中
心
に
草
木
塔
と
呼

ば
れ
る
石
碑
を
様
々
な
場
所
で
見
つ
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。草
木
塔
と
は
、「
草
木
塔
」、

「
草
木
供
養
塔
」、「
草
木
国
土
悉し

っ
か
い
じ
ょ
う
ぶ
つ

皆
成
仏
」な
ど

の
碑
文
が
刻
ま
れ
た
石
碑
の
こ
と
で
す
。全
国

の
草
木
塔
の
分
布
状
況
に
つ
い
て
は
、昭
和
後

期
以
降
に
山
形
県
内
の
民
俗
学
研
究
者
ら
に

よ
っ
て
た
び
た
び
調
査
が
行
な
わ
れ
て
い
ま

す
。そ
の
な
か
で
も
比
較
的
最
近
の『
置
賜
の

民
俗
』（
２
０
１
２
年
）の
調
査
に
よ
れ
ば
、全

国
で
確
認
さ
れ
て
い
る
草
木
塔
は
計
１
９
９

基
で
、そ
の
う
ち
江
戸
時
代
に
建
立
さ
れ
た
も

の
が
34
基
と
さ
れ
て
い
ま
す
。34
基
の
う
ち
32

基
は
山
形
県
置
賜
地
方
に
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
。置
賜
地
方
の
中
で
も
米
沢
市
内
に
17
基
の

江
戸
時
代
建
立
の
草
木
塔
が
分
布
し
て
お
り
、

そ
れ
ら
が
２
０
１
９
年
度
に
林
業
遺
産
と
し

て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。と
く
に
、同
市
南
西
部

の
田
沢
地
区
に
は
江
戸
時
代
建
立
の
も
の
が

10
基
と
市
内
で
も
も
っ
と
も
多
く
の
江
戸
時

代
建
立
の
草
木
塔
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。こ

れ
ら
の
な
か
で
最
も
古
い
１
７
８
０（
安
永
）

年
建
立
の
草
木
塔
も
同
市
大
字
入
田
沢
字
塩

地
平（
写
真
１
）と
同
市
大
字
神
原
字
大
明
神

沢
の
２
基
で
、田
沢
地
区
に
あ
り
ま
す
。な
お

田
沢
地
区
と
は
、米
沢
市
口
田
沢・神
原・入
田

沢
の
三
大
字
か
ら
な
る
区
域
で
す
。

　
江
戸
時
代
の
草
木
塔
の
建
立
の
理
由
を
明

示
的
に
記
し
た
資
料
は
見
つ
か
っ
て
お
ら
ず
、

建
立
の
目
的
は
よ
く
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。し

米沢市田沢地区八谷の留場跡

第 回
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か
し
、江
戸
時
代
の
田
沢
地
区
で
は
、薪
材
向

け
と
し
て
伐
採
し
た
丸
太
を
米
沢
藩
の
城
下

町
へ
と
流
送
す
る「
木
流
し
」が
大
規
模
に
行

な
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。こ

の
よ
う
に
大
規
模
な
伐
採
が
行
な
わ
れ
て
い

た
場
所
と
時
期
が
多
く
の
草
木
塔
の
そ
れ
と

一
致
す
る
こ
と
か
ら
、伐
採
し
た
草
木
を
供
養

す
る
気
持
ち
や
感
謝
の
念
、あ
る
い
は
自
然
へ

の
畏
敬
の
念
を
表
現
す
る
目
的
が
あ
っ
た
こ

と
が
考
え
ら
ま
す
。ま
た
、草
木
塔
の
碑
文
の

一
つ
で
あ
る「
草
木
国
土
悉
皆
成
仏
」と
い
う

文
句
は
仏
教
用
語
で
、草
木
や
国
土
の
よ
う
に

非
情
の
も
の
で
も
、有
情
の
も
の
と
同
じ
く
こ

と
ご
と
く
成
仏
で
き
る
と
い
う
意
味
が
あ
り

ま
す
。こ
の
こ
と
か
ら
草
木
塔
は
仏
教
の
思
想

と
関
わ
り
が
深
い
と
も
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

田
沢
地
区
の
木
流
し
で
は
、春
に
伐
採
し

た
薪
材
を
通
常
ま
ず
川
の
支
流（
小こ

た
る
が
わ

樽
川
）で

流
し
た
の
ち
、一
度
捕
捉
し
て
引
き
上
げ
て
乾

燥・待
機
さ
せ
、そ
の
後
秋
の
稲
刈
り
後
の
農

閑
期
に
本
流（
鬼お

も
の
が
わ

面
川
）を
利
用
し
て
米
沢
城

下
の
木
場
町
ま
で
流
し
ま
し
た
。こ
う
し
た

木
流
し
は
明
治
以
降
も
続
け
ら
れ
、昭
和
12

年
に
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
に
置
き
換
わ
る
こ
と
で

終
了
し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す（『
三
沢
郷
土
史
』

（
１
９
８
１
年
））。米
沢
市
田
沢
地
区
八
谷
の

支
流
が
本
流
に
合
流
す
る
地
点
に
は
、近
代
以

降
に
木
材
を
捕
捉
す
る
留
め
場
と
し
て
利
用

さ
れ
た
施
設
の
一
部
が
遺
構
と
し
て
残
っ
て

お
り
、こ
れ
も
山
と
の
暮
ら
し
を
伝
え
る
遺
産

群
の
一
つ
し
て
２
０
１
９
年
に
林
業
遺
産
に

登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、田
沢
地
区
の
メ
ン
バ
ー
を
中
心
と
し

て
、草
木
塔
の
保
存
と
活
用
を
図
る
こ
と
を
主

目
的
と
し
て「
お
い
た
ま
草
木
塔
の
会
」と
い

う
団
体
が
２
０
１
０
年
７
月
に
設
立
さ
れ
、そ

の
事
務
局
は
米
沢
市
田
沢
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
内
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。同
会
は
、小

学
生
等
を
対
象
と
し
た
草
木
塔
に
関
す
る
学

習
会
や
、雪
囲
い・清
掃
な
ど
の
維
持
管
理
活

動
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、「
草
木
塔
マ
ッ

プ
」（
写
真
２
）や
会
の
活
動
内
容
と
草
木
塔

の
歴
史
を
ま
と
め
た
報
告
書『
草
木
塔
に
寄
り

添
っ
て
』（
２
０
１
６
年
）な
ど
を
作
成・
配
布

す
る
な
ど
、観
光
資
源
化
に
向
け
た
活
動
も

行
な
っ
て
い
ま
す
。な
お
、田
沢
地
区
の
草
木

塔
や
留
め
場
跡
は
、初
め
て
訪
れ
た
人
が
容
易

に
見
つ
け
ら
れ
る
も
の
ば
か
り
で
は
な
い
た

め
、訪
れ
る
方
は
こ
の
田
沢
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
で
尋
ね
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。同
セ
ン

タ
ー
内
で
は
、木
流
し
の
様
子
が
分
か
る
模
型

や
草
木
塔
に
関
す
る
資
料
を
見
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

　
草
木
塔
の
現
代
的
な
役
割
を
考
え
る
う
え

で
興
味
深
い
点
は
、山
形
県
内
を
中
心
に
、平

成
時
代
に
至
る
ま
で
草
木
塔
の
建
立
が
行
な

わ
れ
て
き
た
こ
と
で
す
。先
の『
置
賜
の
民
俗
』

の
調
査
に
よ
れ
ば
、山
形
県
内
の
計
１
６
９
基

の
う
ち
99
基
は
平
成
時
代
に
建
立
さ
れ
た
も

の
で
す
。近
年
の
建
立
者
は
学
校
、社
寺
、個
人

と
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、な
か
に
は
林
業
会
社
に

よ
る
建
立
も
み
ら
れ
ま
す
。も
ち
ろ
ん
、林
業

遺
産
に
登
録
さ
れ
た
江
戸
時
代
の
草
木
塔
の

目
的
と
現
代
の
そ
れ
と
は
同
じ
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、自
然
や
草
木
に
対
す
る
畏
敬
の
念
、

あ
る
い
は
自
然
保
護
の
精
神
が
現
代
に
引
き

継
が
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

写真１　米沢市田沢地区塩地平の草木塔

米沢市田沢地区塩地平の草木塔説明板

写真２　米沢市田沢草木塔マップ
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無花粉スギ、無花粉ヒノキの開発・普及
－花粉の少ない森林をつくる－

TOPICS

01

　スギやヒノキは、成長が早く、加工等もしやすいため、建築材や家具材などとして私たちの生活に幅広く利用され

てきた樹種です。このため、戦後荒廃した国土に各地でスギやヒノキの植林が進められ、約1千万haある我が国の人

工林のおよそ７割をスギ・ヒノキ林が占め、現在ではその半数以上が持続可能な資源として利用期を迎えています。

　その一方で、春を迎えるこの時期からはスギ・ヒノキ林から花粉が飛散し始め、国民の約４割が罹
りか ん

患しているとも

言われる花粉症の原因のひとつとなっていることから、その対策が求められています。

　このため、林野庁では、花粉発生源対策として、花粉を発生させるスギ・ヒノキ林の伐採・利用を進めるとともに、花

粉の少ないスギやヒノキの苗木による植替えや広葉樹の導入による針広混交林化などによる花粉の少ない森林への

転換や、スギ花粉の飛散を防止する薬剤の実用化に向けた取組を支援しています。このうち花粉の少ないスギの苗木

の生産量は、平成30年には1千万本を越え、10年前の10倍以上となっています。

　特に、最近では花粉を全く生産しない品種である無花粉スギ、無花粉ヒノキの研究開発が進み、その苗木の生産が

進められてきています。今号では、無花粉スギ、無花粉ヒノキの研究開発・生産を先進的に行っている２地域の話題を

お伝えします。
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　富山県は、平成４年に全国ではじめて無花粉スギが発見され
た県であり、無花粉スギの研究開発に先進的に取り組んでいま
す。無花粉スギは、雄花は着けるものの、その中に花粉が全く生
産されないスギです。この特性はメンデルの法則により、遺伝す
ることが分かっています。この特性を利用して、無花粉の性質
を持ちつつ、より林業に適した苗木の品種開発が行われてきま
した。そして、富山県では完成した優良無花粉スギを平成24年
に「立山	森の輝き」と命名し、本格的な普及を行っています。現
在、富山県で生産される全てのスギ苗木が無花粉スギとなって
おり、また、令和２年には県外に初出荷するなど、富山県では無
花粉スギを中心とした花粉発生源対策が着実に進められていま
す。

　神奈川県は、花粉発生源となっているスギ・ヒノキ林の花粉の少ない苗木への植替えや針広混交林化を計画的に実施
するとともに、早くから花粉の少ない苗木の生産に向けて取り組みを進めてきました。平成16年からスギ苗木の全量が
花粉の少ない苗木になり、平成28年からはスギに加えヒノキについても全てが花粉の少ない苗木となっています。また、
近年、スギと並び花粉症の問題となっているヒノキの花粉発生源対策にも力を入れており、平成24年に無花粉ヒノキを
全国ではじめて発見して研究開発を進め、令和３年春からはこれを苗木として出荷する予定となっています。

富山県の無 花粉スギの取り組み

神奈川県の無花 粉スギ・ヒノキの取り組み

ビニールハウスで生産される無花粉スギの幼苗
（写真提供：富山県）

花粉の少ないヒノキ苗畑 無花粉ヒノキ
（写真提供：神奈川県）

【スギ・ヒノキ花粉削減対策シンポジウム2020】

　林野庁では、一般の方を対象として、最新の花粉発生源対策の取組
や花粉予測などを紹介するシンポジウムを開催しています。
　今年度は12月19日に横浜市で神奈川県と共催で新型コロナウイル
ス感染症対策をとった上で約100名の方にご来場いただきました。
　シンポジウムでは、林野庁の花粉発生源対策や神奈川県の花粉の発
生が少ないスギやヒノキの苗木の開発等の取組、花粉症対策品種やス
ギ花粉飛散防止剤の紹介、花粉と気候の関係、花粉症の治療法などに
ついて講演を行い、スギ・ヒノキ花粉削減対策について幅広く紹介し
ました。

林野庁の普及活動
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令
和
２
年
度
国
有
林
野
事
業
業
務
研
究
発
表
会

　我が国の森林面積の３割を占める国有林野を管理経営する森林管理局、森林技術・支援
センター、森林管理署等では、森林の効率的な整備手法、森林環境教育の推進、民有林支援や
フォレスタ―活動、森林生態系の保全管理など様々な課題に対して、事業実行を通じた新た
な技術開発や試験研究、地域との連携に取り組んでいます。
　その成果を広く普及するとともに組織全体で共有し、今後の取組につなげていくことを
目的に、林野庁では、去る11月５日、令和２年度国有林野事業業務研究発表会をオンライン
と併用した形式で開催しました。同発表会では、「森林技術」９課題「森林ふれあい・地域連
携」４課題「森林保全」８課題と３部門で21課題の発表が行われました。
　今回は、各部門において林野庁長官賞（最優秀賞）を受賞した３課題の概要を紹介します。
　なお、詳細な発表内容等は次のURLページに掲載しておりますので是非ご覧になってく
ださい。

造
林
事
業
の
省
力
化
に
向
け
た
新
た
な
挑
戦

す
る
こ
と
と
し
、当
所
が
調
整
役
と
な
り
、素

材
生
産
事
業
者（
川
上
）、Ｄ
材
買
取
事
業
者

（
川
中
）、バ
イ
オ
マ
ス
発
電
事
業
者（
川
下
）の

３
者
に
よ
る「
Ｄ
材
有
効
利
用
検
討
会
」を
開

催
し
ま
し
た
。検
討
会
で
は
、川
下
か
ら
は「
地

元
の
材
を
多
く
利
用
し
た
い
」、川
中
か
ら
は

「
林
道
や
中
間
土
場
の
整
備
が
必
要
」、川
上
か

ら
は「
Ｄ
材
整
理
等
の
費
用
面
」な
ど
多
く
の

意
見
等
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
検
討
会
を
踏
ま
え
、事
業
を
実
施
し
た
と

こ
ろ
、Ｄ
材
を
搬
出
し
た
箇
所
で
は
、従
来
の

地
拵
費
用
の
７
割
近
く
を
削
減
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。一
方
、現
状
で
は
条
件
が
整
っ

た
限
ら
れ
た
箇
所
で
し
か
搬
出
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。特
に
、Ｄ
材
の
整
理
、搬
出
の
た

め
の
土
場
、林
道
の
整
備
費
用
等
が
大
き
な
課

題
で
す
。Ｄ
材
搬
出
で
削
減
で
き
る
地
拵
費
用

で
そ
れ
ら
の
費
用
を
負
担
で
き
れ
ば
、Ｄ
材
搬

出
の
範
囲
は
さ
ら
に
広
が
り
、結
果
と
し
て
地

拵
費
用
の
削
減
に
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
ま

す（
図
１
）。

		

森
林
技
術
部
門中

部
森
林
管
理
局	

愛
知
森
林
管
理
事
務
所

埴は
に

岡お
か　

千ち
ひ
ろ尋

《
取
組
の
背
景
》

　
愛
知
森
林
管
理
事
務
所
で
は
、平
成
30
年
度

ま
で
下
刈
の
省
略
、伐
採
と
造
林
の
一
貫
作
業

シ
ス
テ
ム
や
コ
ン
テ
ナ
苗
の
植
栽
等
を
実
施

し
、造
林
事
業
の
省
力
化
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
が
、そ
れ
で
も
な
お
、再
造
林
に
か
か
る

経
費
の
総
額
は
ha
当
た
り
２
４
１
万
円
に
も

な
り
ま
す
。こ
の
う
ち
、地じ

ご
し
ら拵

え
及
び
獣
害
防

護
柵
設
置
に
か
か
る
費
用
が
約
４
割
も
占
め

る
こ
と
か
ら
、こ
れ
ら
の
費
用
を
削
減
で
き
な

い
か
、２
つ
の
新
た
な
取
組
を
始
め
ま
し
た
。

《
取
組
の
結
果
と
考
察
》

１	

地
拵
費
用
の
削
減（
Ｄ
材
の
搬
出
）

　
伐
採
後
の
山
に
残
る
末
木
枝
条（
以
下「
Ｄ

材
」と
い
う
。）は
、地
拵
費
用
の
大
幅
な
増
大

を
招
く
こ
と
か
ら
、Ｄ
材
搬
出
の
検
討
を
開
始

取 組
国有林野事業の

国有林野事業業務研究発表会
https://www.rinya.maff.go.jp/j/gyoumu/gijutu/kenkyu_happyo/index.html
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２	

獣
害
防
護
柵
費
用
の
削
減

	

（
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
個
体
数
調
整
）

　
被
害
防
止
の
た
め
当
所
で
は
獣
害
防
護
柵

を
設
置
し
て
お
り
ま
す
が
、設
置
費
用
の
ほ

か
維
持
修
繕
に
も
多
大
な
労
力
を
要
し
て
い

ま
す
。そ
の
た
め
、造
林
地
の
周
囲
に
植
栽
前

か
ら
ワ
ナ
を
設
置
し
、ニ
ホ
ン
ジ
カ（
以
下「
シ

カ
」と
い
う
。）を
集
中
的
に
捕
獲
す
る
こ
と
で
、

防
護
柵
な
し
で
も
植
栽
木
を
守
る
こ
と
が
で

き
る
か
検
証
を
し
ま
し
た（
表
１
、図
２
）。

　
ワ
ナ
設
置
の
結
果
、植
栽
ま
で
に
合
計
５
頭

の
シ
カ
を
捕
獲
し
ま
し
た
。

　

伐
採
前
か
ら
植
栽
後
ま
で
の
セ
ン
サ
ー

カ
メ
ラ
に
写
っ
た
シ
カ
の
撮
影
回
数
と
、シ

カ
の
捕
獲
結
果
等
を
グ
ラ
フ
に
す
る
と

図
３
の
よ
う
に
示
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。	

　
検
証
の
結
果
、植
栽
前
か
ら
集
中
的
に
捕
獲

を
す
る
こ
と
で
、シ
カ
に
警
戒
心
を
持
た
せ
、

生
息
数
も
局
所
的
に
減
ら
せ
れ
ば
、シ
カ
の
被

害
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
、設
置
予
定
だ
っ
た

防
護
柵
２
５
０
ｍ
分
の
造
林
費
用
が
削
減
で

き
る
可
能
性
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

木
の
文
化
を
支
え
る
活
動

（「
シ
ラ
ク
チ
カ
ズ
ラ
の
資
源
確
保
と
活
用
を
推
進
す
る
た
め
の
連
携
協
力
に
関
す
る
協

定
」に
基
づ
く
活
動
）

１
）は
、我
が
国
の
歴
史
的
建
造
物
や
伝
統
工

芸
な
ど「
木
の
文
化
」を
代
表
す
る
一
つ
で
あ

り
国
指
定
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ

れ
、ま
た
、三
好
市
東
祖
谷
に
あ
る「
奥
祖
谷
二

重
か
ず
ら
橋
」（
写
真
２
）と
と
も
に
年
間
約

30
万
人
を
超
え
る
観
光
客
が
訪
れ
る
重
要
な

		

森
林
ふ
れ
あ
い・地
域
連
携
部
門

四
国
森
林
管
理
局

徳
島
森
林
管
理
署

安や
す
み
つ光　
圭け

い
い
ち一

四
国
森
林
管
理
局

徳
島
森
林
管
理
署

丸ま
る
た田　
泰や

す
ふ
み史

《
取
組
の
背
景
と
経
過
》

　
四
国
の
秘
境
と
言
わ
れ
る
徳
島
県
三み

よ
し
し

好
市

西に
し
い
や
や
ま
そ
ん

祖
谷
山
村
の「
祖い

谷や

の
か
ず
ら
橋
」（
写
真

三
好
市
教
育
委
員
会

社
会
教
育
課

宮み
や
た田　
健け

ん
い
ち一

３	

ま
と
め

　
造
林
費
用
の
削
減
に
つ
い
て
は
、Ｄ
材
搬
出

と
シ
カ
捕
獲
に
よ
り
、最
大
で
３
割
を
削
減
で

き
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す（
図
４
）。

　
林
業
従
事
者
の
高
齢
化
や
人
手
不
足
が
懸

念
さ
れ
る
な
か
、今
回
の
よ
う
に
今
後
も
新
た

な
省
力
化
が
必
要
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
す
。

表1
図2

図3

図4

図1

手順

センサーカメラの設置位置

シカの撮影回数とワナ設置との関係

各作業１haあたりの費用の割合の変化
（ヒノキ2,000～ 2,400本 /ha植え、下刈５年分）

地拵費用の省略とその活用

６月24日
センサーカメラや
ドローンによる生
息状況確認

８月９日 伐採

９月２日 ワナ設置で捕獲圧
をかける

11月５日 植付
11月５日～ 被害状況の確認

３月25日 ワナの撤去
＋シカの動向調査
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観
光
資
源
で
す
。

　
「
祖
谷
の
か
ず
ら
橋
」は
、架
け
替
え
材
料
と

し
て
シ
ラ
ク
チ
カ
ズ
ラ（
標
準
和
名：サ
ル
ナ

シ
）の
蔓つ

る
が
使
わ
れ
ま
す
が
、シ
ラ
ク
チ
カ
ズ

ラ
が
利
用
可
能
な
状
態
ま
で
成
長
す
る
た
め

に
は
約
20
年
か
ら
30
年
か
か
る
こ
と
か
ら
、近

隣
で
採
取
で
き
る
良
質
な
材
料
は
年
々
減
少

し
資
源
の
確
保
が
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。

	《
具
体
的
取
組
》

　
三
好
市
と
四
国
森
林
管
理
局
徳
島
森
林
管

理
署
で
は
、平
成
20
年
に
シ
ラ
ク
チ
カ
ズ
ラ
の

資
源
確
保
の
た
め
、「
祖
谷
の
か
ず
ら
橋・架
け

替
え
用
資
材
確
保
の
森
」の
協
定
を
結
び
、国

有
林
で
シ
ラ
ク
チ
カ
ズ
ラ
の
苗
木
を
栽
培
し

て
植
栽
試
験
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、そ
の
ほ

と
ん
ど
が
活
着
し
な
い
と
い
う
課
題
を
抱
え

て
い
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、マ
タ
タ
ビ
属
植
物
の
増
殖・育
成

の
権
威
で
あ
る
香
川
大
学
農
学
部
の
片
岡
教

授（
現：副
学
長
）に
依
頼
し
、現
地
を
確
認
し

た
と
こ
ろ
、こ
れ
ま
で
植
栽
し
た
箇
所
の
環

境
は
苗
木
の
成
育
に
適
し
て
い
な
い
こ
と
が

解
っ
て
き
ま
し
た
。こ
の
た
め
、平
成
28
年
11

月
、新
た
に
良
好
な
箇
所
を
選
定
し
、４
年
生

の
苗
木
12
本
を
植
栽
し
た
と
こ
ろ
、翌
春
に
全

て
の
活
着
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。適
地
の
問
題

点
は
解
決
し
ま
し
た
が
、そ
の
後
も
育い

く
び
ょ
う苗

や
育

成
技
術・果
実
等
の
活
用
方
法
の
検
討
な
ど
、

香
川
大
学
農
学
部
か
ら
技
術
的
支
援・指
導
を

受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。こ
の
た
め
、三

好
市
、香
川
大
学
農
学
部
、徳
島
森
林
管
理
署

の
三
者
に
よ
る「
シ
ラ
ク
チ
カ
ズ
ラ
の
資
源
確

保
と
活
用
を
推
進
す
る
た
め
の
連
携
協
力
に

関
す
る
協
定
」を
平
成
30
年
２
月
23
日
に
締
結

し
ま
し
た
。

《
取
組
の
結
果
》

　
協
定
締
結
後
、挿
し
穂
の
採
取
や
そ
の
増
殖

方
法
に
つ
い
て
香
川
大
学
の
技
術
的
支
援
を

受
け
、平
成
30
年
11
月
に
は
、新
た
な
植
栽
箇

所
の
採
光
条
件
を
良
く
す
る
た
め
伐
採
、シ
カ

食
害
防
止
ネ
ッ
ト
の
設
置
な
ど
の
整
備
を
行

い
、令
和
元
年
６
月
、地
元
の
西
祖
谷
小
中
学

生
と
祖
谷
の
か
ず
ら
橋
架
け
替
え
資
材
保
存

実
行
委
員
会
が
挿
し
木
に
よ
り
育
て
た
苗
木

１
０
０
本
を
、片
岡
副
学
長
の
指
導
の
も
と
植

栽
し
ま
し
た（
写
真
３
、４
）。

　
13
か
月
経
過
後
の
令
和
２
年
７
月
に
現
地

を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、苗
木
６
本
は
枯
死
し
ま

し
た
が
94
本
の
活
着
が
確
認
さ
れ
、最
大
の
も

の
は
２
３
５
㎝
、平
均
苗
木
長
は
約
80
㎝
に

成
長
し
良
好
な
成
育
結
果
が
得
ら
れ
ま
し
た

（
写
真
５
、図
１
）。

　
今
回
植
栽
し
た
実
行
結
果
を
検
証
し
な
が

ら
、シ
ラ
ク
チ
カ
ズ
ラ
の
成
長
を
促
し
つ
つ
、

効
率
よ
く
安
定
的
な
供
給
が
行
え
る
よ
う
増

殖
活
動
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、徳
島
森
林
管

理
署
で
は
国
有
林
内
に
新
た
な
フ
ィ
ー
ル
ド

を
選
定
し
提
供
す
る
な
ど
、育
成
活
動
に
も
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
行
き
ま
す
。

写真2

写真1

写真3

写真4

写真5

奥祖谷二重かずら橋

祖谷のかずら橋

西祖谷中学生による植栽

シラクチカズラの苗木

成長状況 図1 植栽13ヶ月後の苗木の生育状況
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獣
害
防
護
柵
と
忌
避
剤
を
用
い
た

ノ
ウ
サ
ギ
に
よ
る
被
害
防
止
の
取
組
に
つ
い
て

《
取
組
の
背
景
》

　
四
国
森
林
管
理
局
管
内
で
は
、平
成
29
年
以

降
ノ
ウ
サ
ギ
に
よ
る
苗
木
へ
の
被
害（
以
下

「
ノ
ウ
サ
ギ
被
害
」と
い
う
。）が
発
生
し
て
お

り
、増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。し
か
し
、ノ
ウ
サ

ギ
は
そ
の
体
の
サ
イ
ズ
や
警
戒
心
の
強
さ
か

ら
食
害
の
抑
止
や
捕
獲
等
の
被
害
対
策
が
難

し
く
、ま
た
近
年
、ノ
ウ
サ
ギ
に
よ
る
被
害
対

策
に
関
す
る
研
究
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
い

な
い
た
め
、有
効
策
は
確
立
さ
れ
て
い
な
い
の

が
現
状
で
す
。

　
そ
こ
で
高
知
中
部
森
林
管
理
署
で
は
、よ
り

有
効
な
被
害
防
止
対
策
の
確
立
に
資
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
獣
害
防
護
柵（
以
下「
防
護

柵
」。）及
び
忌
避
剤
を
用
い
た
試
験
を
実
施
し
、

そ
の
効
果
に
つ
い
て
検
証
を
行
い
ま
し
た
。

《
取
組
の
経
過
と
検
証
結
果
》

　
試
験
地
は
計
６
プ
ロ
ッ
ト
設
定
し
、10
㎝
目

防
護
柵
、５
㎝
目
防
護
柵
、防
護
柵
な
し
を
そ

れ
ぞ
れ
２
つ
ず
つ
用
意
し
、う
ち
一
方
の
プ

ロ
ッ
ト
に
忌
避
剤
を
散
布
し
ま
し
た（
図
１
）。

		
森
林
保
全
部
門四

国
森
林
管
理
局

森
林
技
術・支
援
セ
ン
タ
ー

渡わ
た
な
べ邉　

由よ
し
か
ず一

四
国
森
林
管
理
局

愛
媛
森
林
管
理
署

中な
か
む
ら村　

光こ
う
た
ろ
う

太
郎

１	

防
護
柵
試
験

　
侵
入
状
況
に
関
し
て
は
、10
㎝
目
防
護
柵
プ

ロ
ッ
ト
で
は
頻
繁
な
侵
入
を
確
認
し
ま
し
た

が
、５
㎝
目
防
護
柵
プ
ロ
ッ
ト
で
は
侵
入
を
防

止
で
き
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。

　
防
護
柵
を
設
置
す
る
際
の
注
意
点
と
し
て
、

内
部
に
ノ
ウ
サ
ギ
を
残
存
さ
せ
て
し
ま
う
と

追
い
出
し・捕
獲
が
困
難
で
あ
る
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。対
策
は
検
討
中
で
す
が
、地
拵
え

を
徹
底
す
る
と
い
っ
た
追
い
出
し
策
を
行
う

ほ
か
、面
積
の
広
い
植
栽
地
で
は
ノ
ウ

サ
ギ
が
生
息
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
除

地
等
を
囲
み
、そ
こ
か
ら
の
侵
入
を
防

止
す
る
施
工
を
行
う
こ
と
も
有
効
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。

　
ま
た
、外
部
か
ら
侵
入
で
き
る
隙
間

を
生
じ
さ
せ
な
い
こ
と
も
重
要
で
す
。

本
試
験
で
も
、シ
ャ
ト
ル
ア
ン
カ
ー
（
防

護
柵
の
網
を
地
面
に
固
定
す
る
杭
）に

つ
い
て
は
通
常
よ
り
多
め
に
施
工
し
て

い
た
の
に
も
関
わ
ら
ず
、防
護
柵
と
地

面
と
の
間
に
生
じ
た
僅
か
な
隙
間
か
ら

の
侵
入
を
許
し
ま
し
た
。設
置
に
あ
た
っ
て

は
、ノ
ウ
サ
ギ
が
想
像
以
上
に
小
さ
な
隙
間
か

ら
で
も
侵
入
可
能
な
こ
と
を
念
頭
に
い
れ
作

業
を
行
う
と
と
も
に
、設
置
し
た
後
も
破
損
や

シ
ャ
ト
ル
ア
ン
カ
ー
の
緩
み
が
生
じ
て
い
な

い
か
定
期
的
に
点
検・整
備
を
行
う
必
要
が
あ

り
ま
す（
写
真
１
）。

２	

忌
避
剤
試
験

　
「
忌
避
剤
あ
り
」の
プ
ロ
ッ
ト
で
は
、「
忌
避

剤
な
し
」の
プ
ロ
ッ
ト
と
比
べ
被
害
が
抑
え
ら

れ
る
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
。ま
た
、プ
ロ
ッ
ト

５・６
に
着
目
す
る
と
、プ
ロ
ッ
ト
５（
防
護
柵

な
し・忌
避
剤
な
し
）に
つ
い
て
は
植
栽
後
す

ぐ
に
被
害
を
受
け
始
め
、約
２
ヶ
月
で
８
割

が
幹
を
切
断
さ
れ
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。一

方
、プ
ロ
ッ
ト
５（
防
護
柵
な
し・
忌
避
剤
あ

り
）で
は
植
栽
後
約
２
ヶ
月
か
ら
被
害
が
増
加

し
ま
し
た
が
、大
部
分
は
側
枝
の
み
に
止
ま
り

ま
し
た（
図
２
、３
）。ま
た
、持
続
性
に
関
し
て

も
４
ヶ
月
以
上
の
期
間
が
見
込
ま
れ
、被
害
の

軽
減
に
一
定
の
成
果
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

	《
考
　
察
》

　
防
護
柵
に
つ
い
て
は
、５
㎝
目
で
あ
れ
ば
外

部
か
ら
の
侵
入
は
阻
止
で
き
る
も
の
の
、今
後

は
施
業
地
内
に
ノ
ウ
サ
ギ
が
生
息
し
て
い
た

場
合
の
対
策
を
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　
忌
避
剤
に
つ
い
て
は
、苗
木
が
成
長
し
、頂

芽・
幹
へ
の
被
害
が
生
じ
な
く
な
る
植
栽
後

数
年
目
ま
で
の
散
布
に
よ
り
、苗
木
の
成
長
に

と
っ
て
致
命
的
な
被
害
を
軽
減
で
き
る
と
考

え
ま
す
。今
後
も
さ
ら
な
る
検
証
を
行
い
実
用

化
に
向
け
取
り
組
ん
で
行
き
ま
す
。

写真1 防護柵と地面
との隙間 図1

図2

図3

プロット概略図

被害を受けた苗木の割合（忌避剤なし）

被害を受けた苗木の割合（忌避剤あり）
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検	索情報誌 林野
「林野」は林野庁HPでもご覧になれます。詳しくは

木を素材とした
コロナ対策グッズ！

BUZZMAFF	林野庁公式チャンネルでは、森林に関するトピックスをYoutube
で配信しています。今後も定期的に配信予定です。ぜひご覧ください。

BUZZMAFF
https://www.youtube.com/playlist?list=PL
Vc03uX0IwZuGUrkVPMuMXHJjNrZn-iCf

きのこ三昧

これ、なーんだ？

みどりの女神 手洗い song

・	林野庁の発信待ってました！
・	木のマスク使いたいです！ヒノキの香
りを嗅いで、森林浴気分に浸りたい！

・	（木製の非接触棒について）木なのに
タッチパネル押せるんですね！

・	きのこ博士とお友達になってウンチク聞きながらキノコ料理たべた
～い

・	えりんぎが「作られたきのこ」というお話しにびっくりしました！
・	タイムリーにきのこ料理をリクエストされたので、早速まねしてみま
す！

・	えっ？これ、カリフラワー（ロマネスコ）じゃないの？
・	かっこいい！もう少し長いのが見たいです！
・	林業という規模の大きい現場は、空から撮影した映像が映えますね！

・	みどりの女神、可愛い～
・	若手の人だけじゃなくて、偉い人も協力してくれるのめちゃくちゃい
い！

・	女神が素敵すぎて何もできず見とれていましたが、林野庁の一番偉い
人がツイストしながら出てきたところで高評価押しました。

７
月号

８
月号

#1

#7

#8

番外
編

10
月号

「聞き書き甲子
園」の記事、とても感

動しました。「動物と共存
できる未来へ」を常に願っ
ている者として、名人の
言葉は心に刺さりま

した。

全国各地の美し
の森を知ることができ
てとても良かったです。
コロナが落ち着いたらぜ
ひ訪れてみたいと思い

ました。

みどりの女神が行
く！コーナーが好きで
す。かたくない記事と美
しい女性の記事はみて
いてほっとします。

いただいたご感想
各号の記事に関して

BUZZMAFF（Youtube）へいただいた感想


